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研究成果の概要（和文）：経済的な困窮は健康づくりや受診行動を難しくする。そこで、マーケティング手法を
応用した支援システムを構築する。生活保護受給者のデータベースを活用して、生活保護に至った背景や成育
歴、生活歴、健康リテラシー等の情報に基づき、生活保護受給者への適切なケア提供に向けた集団セグメント化
アルゴリズムを開発した。生活保護管理データと医療保険のレセプトを入手して受給者のセグメント化を行いシ
ステムに実装した。子ども・成人・高齢者それぞれの慢性疾患リスクと生活保護受給者の社会状況（孤立・不就
労等）との関連を確認して発表した。生活困窮や孤立状態について、質問しやすい文言でスクリーニングするツ
ールを開発・出版した。

研究成果の概要（英文）：Economic deprivation makes health care difficult. Therefore, we have built a
 support system that applies marketing techniques for them. Using a database of welfare recipients, 
we developed a population segmentation algorithm for providing appropriate care to welfare 
recipients based on information such as the background that led to welfare, adult and life history, 
and health literacy. We obtained welfare management data and medical insurance receipts to segment 
the recipients and implemented them in the system. The relationships between the risk of chronic 
diseases for children, adults, and older adults and the social status (isolation, non-working, etc.)
 of welfare recipients was evaluated. We developed and published a tool for screening needy and 
isolated people with easy-to-ask questions.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
R3年度から開始された生活保護の被保護者健康管理支援事業等、社会的な課題を踏まえた健康管理支援を広く普
及するための実際のシステム構築を達成した。本研究は複数の科研プロジェクトに引き継がれ、さらなるシステ
ムのアップデートと、そのデータを用いた実証分析へと拡張している。機械学習アルゴリズムを生活保護制度に
関するビッグデータに活用して福祉を推進するための学術と社会の橋渡し研究として社会的意義は大きいと考え
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 厚生労働省は健康日本 21（第 2 次）において「健康格差の縮小」を目標にかかげ、具体策の

一つとして、健康リスクの高い生活保護受給者への健康支援を進めている。また、医療費の適正

化にむけて生活保護レセプト管理システムの強化により重複受診等の発見と是正をめざしてい

る（経済財政運営と改革の基本方針,2014）。ところが、生活保護受給者には経済的な不安や孤立

など、様々な社会的ストレスを抱えやすく計画的に保健行動を維持するのは難しい。したがって、

効果的な健康支援のためには、生活保護に至った背景や成育歴、生活歴等、一人ひとりの情報に

基づき、健康や健康行動との関連要因を示し、それらの要因を用いて個人をセグメント化（タイ

プ分け）し、各セグメントの特徴ごとに適正なケアプランを提案する、といった対応が有効と考

えられる。 
２．研究の目的 
 本研究では、生活保護受給者の情報管理システム上で、ケースワーカーや健康支援員による面

談や健診、レセプトのデータ、健康ポイント等のサービス利用記録から必要な情報を効率的に抽

出するインターフェースを開発する。抽出したデータを用い、受給者をセグメント化する統計ア

ルゴリズムを開発し、各健康行動と各セグメントとの関連を明らかにすることで、将来的にデー

タの収集からケアプランの提案、フォローアップまでのプロセスをパッケージ化したケア支援

システムを開発することをめざす。 
３．研究の方法 
 生活保護業務の基本管理データ、医療扶助レセプト、介護扶助レセプトと、ライフコースにわ

たる社会背景に関する情報（ケースワーカー記録・独自アンケート情報）および健康・健康行動

アウトカム（死亡・罹患・改善・健診受診歴等）の情報をもとに、対象者のライフヒストリーと

健康行動、そして健康アウトカムの間の動的な相互関係性をモデリングし関連要因を抽出した。

それらをもとに、集団内の潜在的セグメントを抽出する統計アルゴリズムを開発し、生活保護受

給者の健康支援・生活支援システムへ応用した。 
４．研究成果 

 抽出データを元に、生活保護受給者における健康状態や健康関連行動と関連する要因を明ら

かにした。それらの変数を利用し、受給者の潜在的セグメントを抽出し、有効なケアプランを提

供するシステムを構築した。その一連の本研究課題において、以下の研究成果を得た。 

 
1) 生活保護受給者の頻回受診に関連する要因に関する研究 1 

 2016 年 1 月時点で生活保護を利用している成人（6,016 人）を 1 年間追跡したところ、139

人（2.3%）が頻回受診を経験していた。統計的な分析の結果、ひとり暮らしの利用者では 2 人

以上で暮らしている利用者と比べて 1.58 倍、

就労していない利用者は就労している利用

者と比べて 1.73 倍、外国籍世帯で生活保護

を準用されている利用者では日本国籍の利

用者と比べて 1.74 倍、頻回受診が生じやす

いことがわかった（右図）。また、個人医療機

関では医療法人の医療機関と比べて 1.74 倍、

頻回受診が生じやすかった。 

 
2) 生活保護受給者の糖尿病の新規診断に関連する要因に関する研究 2 



 上述の 2016 年 1 月時点で生活保護を利用している 20-64 歳の成人（2,698 人）から、すでに

糖尿病の診断を受けている 554人をのぞいた

2,144 人を 1 年間追跡した。そのうち 269 人

（12.5%）が新たに糖尿病と診断された。統計

的な分析の結果、ひとり暮らしの利用者では

2 人以上で暮らしている利用者と比べて 1.15

倍、就労していない利用者では就労している

利用者と比べて 1.20 倍、糖尿病の新規診断を

受けやすい傾向がみられた（右図）。 

3) 生活保護受給世帯の子どもの健康に関連する要因に関する研究 3 

 同様に、2016 年 1 月時点で生活保護を受給している 0-15 歳の子ども（573 人）を 1 年間追跡

した。うち 146 人（25.5%）が気管支喘息、185

人（32.3%）がアレルギー性鼻炎、108 人

（18.8%）がアトピーなどを含む皮膚炎、181

人（31.6%）が虫歯などの歯の病気で受診した。

分析の結果、ひとり親世帯の子どもではそれ以

外の世帯の子どもと比較して、上記の傷病によ

る受診が生じやすいことがわかった（右図）。

一方、肺炎や胃腸炎などといった急性疾患や外

傷での受診には大きな差がなかった。 

4) 生活保護受給者の歯科受診に関連する要因に関する研究 4 

 2016 年 1 月時点で生活保護を利用している成人から、追跡開始当初 3 か月で歯科受診があっ

た人を定期通院できている者とみなして除外し、残りの 4497 人の利用者を 9 か月間追跡した。

そのうち 839 人（18.7%）が追跡期間中に

新たに歯科を受診した。分析の結果、女性

では男性よりも 1.22 倍、就労者では不就労

者よりも 1.15 倍、外国籍世帯の利用者では

日本国籍の利用者よりも 1.53 倍、精神障害

の認定がある者では障害認定のない者よ

りも 1.30 倍、歯科を受診しやすいことがわ

かった。 

5) 生活保護受給者への給付額減少が医療費に与える影響：準実験研究 5 

 医療費の窓口支払いが不要な生活保護受給世帯への月あたりの給付額の減少は、減少時点で

の世帯医療費の増加を引き起こす可能性を、5 自治体の福祉事務所のデータを用いて明らかにし

た。 

6) 生活保護受給者の頻回受診に関連する集団のセグメント分けとそのアルゴリズム開発 6,7 

 上記 1)に関連して、地理的な一般化可能性の観点から、６自治体に対象を拡大してデータを

入手して再分析した結果、1)の知見を支持する結果であった。さらに、頻回受診に関連する複合

的な要因を同時に検討して頻回受診リスクをもつ集団をセグメント分けすることを試みた。決

定木分析を用いてセグメントを抽出し、生活保護受給者を分類するアルゴリズムを作成した。 

7) 医療機関で用いる患者の生活困窮評価尺度の開発 8 

8) 無料低額診療事業の利用者の社会背景と健康関連 QOL の変化との関連：京都無料低額



診療事業コホートより 9 

 上記生活保護受給者の公的データによる研究に加え、生活保護の利用のきっかけとなりやす

い医療機関での患者の生活困窮度の評価尺度を開発した。生活保護と関連する社会福祉制度で

ある無料低額診療事業の利用者に関しても健康状態や健康行動の関連要因を明らかにすること

ができた。これらの成果より、生活保護の利用に至るリスクのある集団の特性を明らかにし、支

援システムの開発にその知見を反映した。 

 
 また、本研究課題に関連して、以下の研究成果も得られた。 

9) 生活保護受給者の精神保健状態の把握―一般母集団との比較から― 

 生活保護受給者と非受給者の間の精神疾患の差を検証したところ、生活保護受給者は、非受給

者と比較して、1.57 倍うつ症状がある者が多いことが明らかになった。一方で、その関連は、社

会参加が多い人において弱くなることも明らかにした。上記のことから、生活保護制度は金銭面

の援助だけではなく、精神面での援助をする必要性が示唆された。 

10) 生活保護受給の開始および終了が受給者の社会関係に変化をもたらすか 

 生活保護受給の開始や終了によって、それまで社会関係がどう変化したかを解析したところ、

生活保護受給を終了した人は受給をしていた時よりもスポーツクラブに参加する頻度が高くな

ったことがわかった。一方で、生活保護受給を開始した人は、受給をしていなかった時と比較し

て、過去 1 か月に会った友人の数、友人と会う頻度、趣味やスポーツクラブに参加する頻度など

の社会関係に、統計学的な変化はみられなかった。 

11) 生活保護受給の社会決定要因の解明 

 生活保護受給の開始や終了の社会決定要因について解析した結果、生活保護の受給開始には、

知的日常生活動作能力が高いこと、および地域の人々が互いを助け合うと思うという認識が関

連していることが明らかになった。一方で、社会的日常生活動作能力が低いことが、生活保護受

給の終了と関連していることもわかった。 
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